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回垣 サンリーアイで 川紺 きれました． 県下・ 17 チーノ 、 

． 3M4 人の指甲Ⅱが 参加 l- 模擬の横断歩道や 佑珪機 で交 辿 

; お '% 刊の鞠 技 を行ないました． 歩行折やⅡ 転屯 な ビ演 

牧者による巧妙な 仕掛 や l- ぐ きに鏡枕 肝 もついまわさ 
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こん 牡 場合はあ 知ち せください 
固定資産税 係へ 

平成 10 年 1 月 2 日から平成Ⅱ 年 l 月 i 日 までの間 
に、 家屋を取り壊したり、 住宅用の土地の 買い足し 

や造成などにより 広げられた場合は、 来年度の固定 

資産税額が変わります。 
次の場合は 、 早めにお知らせください。   
ア ． 法務局 ! こ登拙 されてな 佳名Ⅲ 禾 届の牧地としで 

い安堵 ( 台匝 ・ 物円 ・ ']<  利 Ⅲしているヒ 地と隣接す 

申などを含む ) を Ⅰはり壊 ろ Ⅱ地を げい 足したり、 造 

し、 役場税務課にⅥ け Ⅲ 成などにより 住宅用乗用の 

をされていない 場合 敷地としで ・休刊Ⅲ さ才 L で 

ィ ． 登記している 未申を取 いる場合   
杓 壊したが．法務局で 家 
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4,984,674 人 

4,963,429 人 

平成 l0 年 7 月 l 日 現在の推計人口 4,99l,967 人 平成 8 年 l 月 l 日 現在の推計人口 4,939.5l8 人 

県人口 5 ㏄万人時代の 到来       新時   代への挑戦…活気あ ふれ     つらつふくおか   
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小党 阿 未福 小 松声山 
  
木牧部 玖島木 本藤澤 
淳 洛陽 竜悠 裕 人 驚蕉 
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な 女 女 女 男 

位 勝子佳世勝子 位 勝子 位位 勝子世世勝子 
D C B A 

福 自敬森谷 槙級 烏梅 級 小首 合級 鍋森大な 
高石 @ 口木 場田 野村 田 山山東   Ⅰ   
瑞 有 紗 智 麻 子仲 智育 絵 甜菜 信 E 
穂希 Ⅱ美美 春恵 子 加 里 ， 忌月 ・ 級         刀奈 
旗手 竹下 崎 旗首 坂内   存 兼木 
生 Ⅱ U  ノ崎 平 生月 本田 福 田光 啓 
タ頁 円形 陽 麻理 切歩 鳥 人 沙太 
姫莱 恵 子 芋圧 子   さ 美紀 
美 へ っ   Ⅰ   

第 47 回遠賀郡各町 
対抗駅伝大会 ） と き 平 L@. 戊 1 1 年 Ⅰ 円 3 1 F ｜ く 日 １ 

ところ 遠賀町総合運動公園前周辺コース Ⅰ 

●駅伝の部 ( 種目 ) ● 

き十 10 キロ ) 

  
  小学生男子 ( 学校・クラブ 単位どちらでも 可 、 l 人 2 キロ 

  小学生女子 ( 同 ) 

  中学生男子 ( 学校単位、 1 人 4 キロ計 20 キロ ) 

    
・一般男子 各 wT3 チームまで 

  山折資格 ・小中学生。 郡内学校に在校しでいる 人 
・一般男子 高校生以 -l, で 平成 10 年 10 Ⅱ 1 H から郡内に在 
住している人 

●マラリンの 部● 
( 駅伝出場者は 参加できません ) 
・小学生各学年別男女同時出発とし．各学年男女別第 3 位ま 
で表彰します。 距離はいずれも 1 キロです。 

申し込み 

囲垣 W 教育委員会社会教育課にあ る中込 甘に 記入のうえ、 
1 J 7 Ⅱ ( 木 ) まで コ日 し込みを行ってください・なお 小 

学生については 保護者の承諾書が 必要です。 ( 社会教育課 
に用意しています ) 
問い合わせ 岡垣町体育協会事務局 ( 教育委員会社会教育課 
内 ) 呑 282-1211 内線 323   

1 打 7 Ⅰ俺の ] 且 Ⅰ 碑碑 ( め幼旦ザ           / ココ 三 一日用 
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